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紫雲出山
桜のにぎわいレポート

たくさんの思い出をありがとう
大浜小学校閉校式

撮影場所：紫雲出山
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桜
紫し

う

で

や

ま

雲
出
山

　
　
　

の
に
ぎ
わ
い
レ
ポ
ー
ト

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
（
広
報
３
月
号
参
照
）、
桜
の
名
所
と
し
て
一
層
注
目
を
浴

び
た
紫
雲
出
山
。
３
月
30
日
か
ら
４
月
７
日
ま
で
の
期
間
は
、
よ
り
多
く
の
人
が
山
頂
へ
登
れ
る
よ
う
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
、
1
万
人
以
上
の
人
が
利
用
し
ま
し
た
。
市
内
外
だ
け
で
は
な
く
、
国
外
か
ら
も
多
く

の
人
が
話
題
の
ス
ポ
ッ
ト
を
一
目
見
よ
う
と
紫
雲
出
山
を
訪
れ
、
例
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

①山頂から瀬戸内海の島々を見下ろすと目に入る絶景②中国からコスプレ撮影に
来た 5人組③山頂でひと休み④桜の木、大きいね！⑤満開を迎えた桜⑥歩道はま
さに桜のトンネル⑦展望台は、カメラを構える人でいっぱい⑧⑨第 2展望台から
見える景色⑩大浜漁港では桜マルシェを開催！⑪お花見日和とあってお弁当を調
達する人もたくさんいました⑫桜の形のかわいいクッキーもありました⑬ピーク
時には約 2時間待ちになった山頂行きシャトルバス

地
域
の
チ
カ
ラ
も
大
活
躍

「三豊市がにぎわってくれるためなら
と、大浜自治会で駐車場の誘導係を
引き受けました。地元の私たちにと
って紫雲出山は、遺跡としても注目
される自慢のスポットです。たくさ
んの人が来てくれて嬉しいですね」

▲

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
ー

い
！
」大
き
く
手
を
振
り

バ
ス
を
見
送
り
ま
す

大浜自治会長
森 伸男さん

お花見インタビュー
愛犬のさくらと一緒に、歩いて登ってき
ました。山道は険しかったですが、桜が
満開で登ったかいがありました！

坂出市から来た児玉さんと愛犬のさくらちゃん

職場の上司に勧められて、初めて
紫雲出山に来ました。桜が本当に
きれいで、来られてよかったです

愛媛県新居浜市から来た川上さん家族

紫雲出山は、島・海・空・桜の全部
が入る写真が撮れるので3年前か
ら毎年来ています

岡山県倉敷市から来た大西さん親子

25人でお花見に来ました。
桜を眺めながら食べるお弁当
は「最高」の一言に尽きます

まんのう町里山登ろう会の皆さん

①

④⑧⑨

⑪

⑫

⑩

⑬

⑤

⑥

⑦

②

③

たくさんの
ご利用とご協力、

ありがとうございました
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荘
内
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、

美
し
い
海
と
山
に
囲
ま
れ
、
明
治

25
年
に
「
荘
内
村
立
大
浜
尋
常
小
学
校
」

と
し
て
創
立
さ
れ
た
大
浜
小
学
校
。
以
来
、

６,
0
0
0
人
以
上
の
卒
業
生
を
送
り
出
し

て
き
た
大
浜
小
学
校
が
、
３
月
31
日
、
１

２
７
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

３
月
19
日
に
挙
行
さ
れ
た
閉
校
式
に
は
、

児
童
11
人
の
ほ
か
、
保
護
者
や
地
域

の
人
な
ど
、
約
1
0
0
人
が
出
席
。
第
一

部
で
は
、
前
川
紀
子
校
長
が
、「
大
浜
小
学

校
の
校
章
は
昭
和
40
年
に
校
歌
と
と
も
に

作
成
さ
れ
ま
し
た
。
校
章
に
は
、「
大
」
の

字
に
な
っ
て
羽
ば
た
く
カ
モ
メ
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
校
章
の
カ
モ
メ
の

よ
う
に
新
し
い
世
界
へ
と
大
き
く
羽
ば
た

い
て
く
だ
さ
い
」
と
児
童
に
言
葉
を
送
り

ま
し
た
。

続
い
て
山
下
市
長
が
、「
大
浜
小
学
校
、

最
後
の
児
童
と
な
る
皆
さ
ん
に
は
、

先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き
た
輝
か
し
い
歴

史
と
伝
統
を
胸
に
、
大
浜
小
学
校
の
児
童

で
あ
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
新
た
な
環
境
で
、
さ
ら
に
頼
も
し
く

成
長
さ
れ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

第
二
部
で
は
、
来
場
者
が
見
守
る
中
、

児
童
一
人
ひ
と
り
が
、
大
浜
小
学
校

で
の
思
い
出
を
発
表
。
全
校
生
で
協
力
し

合
っ
て
劇
を
作
り
上
げ
た
「
く
す
の
庭
発

表
会
」
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
体
に
な

っ
て
盛
り
上
が
っ
た
運
動
会
、
き
ょ
う
だ

い
の
よ
う
に
仲
良
し
だ
と
い
う
児
童
11
人

「
な
か
よ
し
イ
レ
ブ
ン
」
の
絆
な
ど
、
思
い

出
深
い
小
学
校
生
活
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

式
典
の
最
後
に
は
、
三
豊
市
出
身
の
臼

杵
美
智
代
さ
ん
に
よ
る
サ
ヌ
カ
イ
ト

の
演
奏
に
合
わ
せ
て
全
員
で
校
歌
を
合
唱
。

来
場
者
も
懐
か
し
み
な
が
ら
一
緒
に
校
歌

を
口
ず
さ
み
、
閉
校
を
惜
し
む
歌
声
が
体

育
館
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

前
日
に
卒
業
し
た
三
好
崚り

ょ
う
せ
い正
さ
ん
は
、

「
大
浜
小
学
校
が
な
く
な
る
こ
と
は

悲
し
い
け
れ
ど
、
最
後
の
卒
業
生
で
あ
る

こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
休
み
時
間
や

昼
休
み
に
み
ん
な
で
話
し
た
り
、
遊
ん
だ

り
し
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
中

学
校
に
進
ん
だ
ら
、
部
活
を
一
生
懸
命
頑

張
り
た
い
で
す
」
と
大
浜
小
学
校
へ
の
思

い
と
今
後
の
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
浜
小
学
校
は
、
学
校
再
配
置
計
画
に

よ
り
、
詫
間
小
学
校
と
統
合
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
思

い
出
と
誇
り
を
胸
に
、
新
し
い
環
境
へ
と

羽
ば
た
き
ま
す
。

▼

▼色紙に思い出を
書いた児童の作品

たくさんの思い出をありがとう
１２７年の歴史に幕

大浜小学校閉校式

あ
り
が
と
う 

大
浜
小
学
校

　

あ
り
が
と
う 

な
か
よ
し
イ
レ
ブ
ン

①厳粛な空気の中、閉校式が挙行され、大浜小学校の最後の時を見届けようと、児童、保護者、地域の人など約100人が体育館に集まりました
②前川校長から市長へ校旗が返納されました③児童代表の言葉を述べる６年生３人④⑤学校の歴史をスライドショーで振り返ります

⑥一人ずつ思い出を発表。大きな声
で発表します⑦三豊市出身の臼杵美
智代さんによるサヌカイトのミニコ
ンサート⑧校歌を口ずさむ来場者⑨
児童からお世話になった先生へ花束
の贈呈

▲校庭の大くすと

なかよしイレブンの
皆さん

①

②

④

③

⑥

⑦⑧

⑨

⑤
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みとよくらしのおしらせ
Information' s

まちの行政相談委員スポーツ・文化芸術大会出場者
に激励金を交付します

6月1日は人権擁護委員の日

暮らしの情報をメールで受け取りませんか

▼問い合わせ　総務課　☎ 73－3000

▼問い合わせ　教育総務課　☎ 73－3130

▼問い合わせ　人権課　☎ 73－3008

▼問い合わせ　秘書課　☎ 73－3001

くらし

行
政
相
談
委
員
は
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談

相
手
で
す
。
国
や
県
、
市
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
、

各
種
制
度
の
手
続
き
な
ど
で
困
っ
た
と
き
に

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　 （

敬
称
略
）

4
月
以
降
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
・

世
界
大
会
に
出
場
す
る
市
民
に
対
し
て
、

激
励
金
な
ど
を
交
付
し
て
、
さ
ら
な
る
飛

躍
を
応
援
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
大
会
出
場
補
助
金

学
校
外
の
ク
ラ
ブ（
地
域
ク
ラ
ブ
な
ど
）

活
動
に
よ
り
、
全
国
大
会
以
上
に
出
場
し

た
場
合
に
、
小
･
中
学
生
を
対
象
に
旅

費
な
ど
を
補
助
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
大
会
出
場
激
励
金

全
国
大
会
以
上
に
出
場
し
た
場
合
に
、

激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。（
※
市
出
身
者

を
含
む
）

詳
し
く
は
、
教
育
総
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
人

権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知
お
よ
び

人
権
思
想
の
普
及
や
高
揚
に
努
め

て
い
ま
す
。

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人

権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
人
権

を
守
る
た
め
の
相
談
相
手
と
な
り
、

地
域
に
密
着
し
て
人
権
の
大
切
さ

を
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
災
害
や
防
犯
、
暮
ら
し
の
お

知
ら
せ
な
ど
の
情
報
を
メ
ー
ル
配
信
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に

初
め
て
登
録
す
る
と
き

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
表

示
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー

ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
返

信
メ
ー
ル
が
届
く
の
で
、
表
示
さ
れ
た

Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
本
登
録
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
内
容
を
変
更
し
た
い
と
き

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
表

示
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く

だ
さ
い
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
パ
ス
ワ

ー
ド
を
入
力
す
る
と
、
変
更
作
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
パ
ス
ワ
ー
ド
を
忘
れ
た
場
合
は
、「
再

発
行
」
の
画
面
か
ら
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

メールアドレス
hisho_entry@

yb74.asp.cuenote.jp

新規登録用
ＱＲコード

登録内容変更用
ＱＲコード

三豊市メール配信サービス三豊市メール配信サービス

お知らせ

お知らせ

お知らせ

町
名

委  

員  

名 

高
瀬

乾　
　

光
徳　

新

山
本

安
藤　
　

強　

新

三
野

永
江　

喜
明

豊
中

神
原　

道
央

詫
間

横
山　
　

隆　

新

仁
尾

土
山　

修
身

財
田

大
西　

誠
二

三
豊
市
が
今
年
度
か
ら
力
を
入

れ
て
取
り
組
む
施
策
の
一
つ
が
、

母
国
語
教
育
の
推
進
で
す
。
こ
れ

は
、
子
ど
も
た
ち
の
思
考
力
、
表

現
力
、
伝
達
力
の
向
上
を
目
的
に
、

東
京
大
学
と
連
携
し
て
進
め
て
い

く
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
母
国
語
教
育
の

指
導
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の

が
、
４
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
着
任
し
た
東
京
都
出
身
の
小

玉
祥
平
さ
ん
で
す
。

一
見
ク
ー
ル
な
印
象
の
小
玉
さ

ん
で
す
が
、
話
す
と
気
さ
く
で
親

し
み
や
す
い
雰
囲
気
を
持
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
挑
戦
し
た
き
っ
か
け
と
、
今

後
の
三
豊
市
で
の
活
動
に
対
す
る

抱
負
を
聞
き
ま
し
た
。

み
と
よ
の
中
学
生
を
指
導

そ
の
経
験
が
今
に
つ
な
が
る

小
玉
さ
ん
は
も
と
も
と
、
東
京

大
学
で
言
語
学
の
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
た
経
歴
の
持
ち
主
。
初
め

て
三
豊
市
に
訪
れ
た
の
は
、
２
年

前
に
三
豊
中
学
校
と
和
光
中
学
校

で
開
催
さ
れ
た
三
日
間
の
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

「
中
学
生
を
対
象
と
し
た
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
に
講
師
と
し
て
参
加

し
、
言
葉
で
考
え
を
表
現
す
る
方

法
を
教
え
ま
し
た
。
初
日
は
戸
惑

っ
て
意
見
を
言
え
な
か
っ
た
生
徒

が
最
終
日
に
は
周
り
と
積
極
的
に

対
話
で
き
る
よ
う
に
な
る
姿
を
見

て
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
」

そ
の
と
き
、
三
豊
市
に
は
多
彩

な
可
能
性
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
小
玉
さ

ん
。
今
年
に
入
っ
て
、
市
が
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
る

と
知
り
、
三
豊
市
の
母
国
語
教
育

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

応
募
を
決
め
ま
し
た
。

母
国
語
力
を
身
に
付
け
る

大
切
さ
を
伝
え
た
い

「
私
た
ち
は
言
葉
を
使
っ
て
周

り
の
人
と
交
流
し
た
り
、
自
分

の
考
え
を
深
め
た
り
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ど
ん
な
生
き
方

を
す
る
に
し
て
も
、
母
国
語
力
は

基
礎
と
な
る
力
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
言
葉
を
理
解
す
る
力
、
そ
し
て
、

話
し
合
う
力
や
相
手
の
話
を
引
き

出
す
力
も
大
切
で
す
。
そ
う
し
た

母
国
語
力
を
子
ど
も
の
う
ち
に
身

に
付
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
三
豊

市
で
の
母
国
語
教
育
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」

今
後
、
小
玉
さ
ん
は
中
学
校
の

先
生
と
協
力
し
な
が
ら
、
対
話
形

式
の
授
業
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

魅
力
を
発
掘
す
る
教
室
外
で
の
授

業
も
取
り
入
れ
た
い
と
目
を
輝
か

せ
ま
す
。
小
玉
さ
ん
の
専
門
的
な
知

識
や
経
験
が
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
母
国
語
力
向
上
の
た
め
に
発

揮
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

小
玉 
祥
平
さ
ん

Shohei Kodama
東京都出身。東京大学教養学部を卒業。大学では、言語
学の研究に取り組む。卒業後は求人広告や人材派遣を
手掛ける大手企業に勤務し、システム開発などを担当。
今の夢は、現場で生徒を教える先生のサポートをしな
がら、三豊市の子どもたちの対話力を向上させること。

▲

問い合わせ　学校教育課　☎73-3131

▲2年前に市内の中学校で開催された
サマースクール

▲「三豊市の子どもたちの表現力、考
える力を引き出し、母国語の大切さを
伝えてください」と市長

▲拠点を置く学校教育課では、課内の
先生と今後の活動に向けて打ち合わせ

「香川県三豊市地域おこし協力隊」で検索

活動の最新情報はコチラでチェック！

「mitoyo.okoshi」で検索

4/2

※
4
月
1
日
現
在　

敬
称
略
・
順
不
同

町
名

委 

員 

名

高
瀬

石
井 

昭
夫　

小
野 

益
一

小
野 

恭
平　

石
井 

秀
文

大
久
保 

進

山
本

藤
田 

千
代
子　

藤
川 

正
文

合
田 

和
稔

三
野

加
賀
宇 

由
基　

細
川 　

樹

建
林 

伊
都
子　

市
村 

照
美

豊
中

秋
山 

茂
利　

十
川 

剛

秋
山 

勝
美　

十
川 

ゆ
か
り

詫
間

藤
村 

隆　

小
野 

敏
夫

板
倉 

順
子　

岡
田 

満
徳

仁
尾

田
渕 

博
章　

西
山 

正
広

中
井 

久
美
子

財
田

重
信 

厚　

木
下 

政
晴

神
原 

和
代

全
国
大
会

5
万
円
（
中
学
生
以
下
）

10
万
円
（
一
般
）

国
際
大
会

50
万
円

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

1
0
0
万
円

※ ※
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コミュニティバス仁尾線「父母ケ浜～詫間駅間」で臨時便を運行中

▲

問い合わせ　管財課　☎73－3003

父
母
ケ
浜
海
水
浴
場
施
設

指
定
管
理
者

父
母
ヶ
浜
を
受
け
継
ぐ
会

指
定
期
間

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

（
７
年
間
）

新
設
し
た
管
理
施
設

・
管
理
棟　

1
1
4
㎡

　
　

（
店
舗
・
シ
ャ
ワ
ー
室
・

　
　
　

ト
イ
レ
）

・
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

　

1
6
0
㎡

・
足
洗
い
場　

３
カ
所

弥
谷
山
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園

（
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
み
の
・
コ
ス
モ
ラ
ン
ド
み
の
・
道
の
駅
）

指
定
管
理
者

　
　

イ
ッ
カ

　

Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ａ
み
の

指
定
期
間　

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
（
５
年
間
）

▲

問い合わせ　観光交流課　☎73－3013

父
母
ケ
浜
へ
の
臨
時
便
を
運
行

　

仁
尾
町
の
父
母
ケ
浜
は
、
昨
年
の
来

訪
者
が
26
万
人
を
超
え
る
な
ど
、
県
内

で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
絶
景
ス
ポ
ッ

ト
の
一
つ
で
す
。
干
潮
時
の
日
没
前
後

に
見
ら
れ
る
夕
陽
が
絶
景
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

父
母
ケ
浜
で
夕
陽
を
楽
し
ん
だ
後
の

帰
り
の
交
通
手
段
と
し
て
、
よ
り
多
く

の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
仁
尾
線
は
夏
季
の

期
間
に
限
り
、
最
終
便
以
降
に
臨
時
便

を
１
便
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

父
母
ケ
浜
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は
、

ぜ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
仁
尾
線
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

臨
時
便
運
行
期
間

　

４
月
か
ら
９
月
末

　

（
た
だ
し
、
日
曜
・
祝
日
は
運
休
）

停
車
バ
ス
停

　

臨
時
便
は
「
仁
尾
庁
舎
」「
詫
間
駅
」

の
み
で
他
の
バ
ス
停
に
は
止
ま
り
ま
せ

ん
。

Ｊ
Ｒ
へ
の
接
続

　

詫
間
駅
発
の

午
後
8
時
11
分

に
接
続
で
き
ま

す
。

（
上
下
線
と
も

同
時
刻
）

「
香
川
井
下
病
院
バ
ス
停
」
を

移
動
し
ま
し
た

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
仁
尾
線
の
「
香

川
井
下
病
院
バ
ス
停
」
を
４
月
よ
り
病

院
新
本
館
そ
ば
に
移
動
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
遠
か
っ
た
バ
ス
停
と
病

院
間
が
近
く
な
っ
た
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
で
の
通
院
な
ど
が
よ
り
便

利
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
本
庁
、
各
支
所

お
よ
び
バ
ス
の
車
内
で
お
渡
し
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
時
刻
表
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

指
定
管
理
者

指
定
期
間

新
設
し
た
管
理
施
設

指
定
管
理
者

指
定
期
間

新しい指定管理者による運営が始まりました

▲

申し込み・問い合わせ　子育て支援課　☎73－3016

くらし 児童扶養手当制度のお知らせ

　

国
や
市
の
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的

に
、
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は

政
府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く

報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
や
地
域
の
振

興
な
ど
、
国
・
県
・
市
の
施
策
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は
、
統
計
作

成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
趣
旨
や
必
要
性

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象

　

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所

調
査
基
準
日　

６
月
１
日

調
査
対
象

調
査
基
準
日

臨
時
便
運
行
期
間

停
車
バ
ス
停

Ｊ
Ｒ
へ
の
接
続

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
生

活
の
安
定
と
自
立
を
促
進
し
、
児
童
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
監

護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
ま
た
は
養
育
者

に
対
し
て
、
そ
の
児
童
が
18
歳
に
な
っ
た
後

の
最
初
の
３
月
31
日
（
た
だ
し
一
定
以
上
の

障
が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
ま
で
支

給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象

・
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
ど
ち
ら
か
一
方
と

の
み
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
の
状
態
に

あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童
・
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
申
し
立
て
に
よ
り
保
護
命

令
を
受
け
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童

手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

・
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
（
里
親
委
託
を
含

む
）
に
入
所
し
て
い
る
と
き

・
児
童
や
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
父
も
し

く
は
母
ま
た
は
養
育
者
が
日
本
国
内
に
住

ん
で
い
な
い
と
き

・
父
ま
た
は
母
が
婚
姻
し
て
い
る
と
き
（
事

実
婚
を
含
む
）

・
平
成
15
年
４
月
１
日
以
前
に
支
給
要
件
に

該
当
し
て
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
る
と

き
（
母
子
家
庭
の
場
合
の
み
該
当
）

手
当
額
（
月
額
）

　

４
月
分
か
ら
児
童
扶
養
手
当
額
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

支
給
対
象

手
当
額
（
月
額
）

手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

お知らせ

お知らせ

▲インスタ映えする写真が撮
影できるのは、日没前後
（絶景の見頃は、市観光交流局
のホームページをチェック）

▲ふれあいパークみの

●レストランメニューを刷新
●4月から入浴料金を変更
【入浴料金】税込
　大人900円　小人500円

【お風呂セット】税込
・大人　入浴料金＋600円
・小人　入浴料金＋300円

▶問い合わせ　地域戦略課　☎73－3011
無料で受信障害の対策をします 工業統計調査を実施します募集 お知らせくらし

工業統計キャラクター
コウちゃん

　

携
帯
電
話
用
の
新
し
い
電
波
の
利
用
開
始

に
伴
い
、
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
が
出
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

5
月
23
日（
木
）以
降
に
テ
レ
ビ
映
像
が
乱

れ
る
な
ど
の
影
響
が
出
た
場
合
は
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
新
し
い

電
波
に
よ
る
影
響
の
場
合
は
、
7
0
0
M
H
z

利
用
推
進
協
会
が
費
用
を
負
担
し
、
対
策
作

業
を
行
い
ま
す
。
費
用
の
請
求
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。
作
業
員
は
「
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対

策
員
証
」
を
携
行
し
て
い
ま
す
。

7
0
0
M
H
ｚ
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
10
時

　

0
1
2
0
（
7
0
0
）
0
1
2

☎
0
5
0
（
3
7
8
6
）
0
7
0
0
（
有
料
）

メ
ガ
ヘ
ル
ツ

メ
ガ
ヘ
ル
ツ

▶問い合わせ　総務課　☎73－3000

新しい電波の利用でテレビの映像が乱れたら

全部支給

一部支給

１人目 2人目加算

42，910円 10，140円 6，080円

6，070円
～3，040円

10，130円
～5，070円

42，900円
～10，120円

３人目以降加算

※一部支給額は、所得により10円単位で減額されます。
※所得により手当の全部が支給停止される場合があります。

　
詳
し
く
は
、

子
育
て
支
援
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

バス停
↑
至
観
音
寺
市
内

県　
道

井下病院
新本館

旧本館

駐車場

至
豊
浜
町
↓

仁尾線臨時便ダイヤ

バス停名 出発時間

父母ケ浜 19：40

仁尾庁舎 19：45

詫 間 駅 20：04
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移住・定住を応援します みとよ暮らしを応援するために、今年度に実施する移住・定住に関する補助金についてお知らせします。
※各補助金の交付には、他にも要件があります。詳しくは、お問い合わせください。

▶申し込み・問い合わせ　地域戦略課　☎73－3011

移住促進・新婚世帯家賃補助金 空き家バンク住宅・家賃等補助金

若者定住促進・
地域経済活性化事業補助金

移住促進・家賃等補助金 空き家バンク制度について 空き家バンクリフォーム・
地域経済活性化事業補助金

婚姻後1年以内の夫婦で、夫婦ともに市外で1年以上居住した後、三豊市へ転入する
40歳未満の人へ家賃を補助します。

空き家バンク物件を賃貸して市内へ居住する人へ家賃などを補助します。

40 歳未満の若者の住宅取得に対して、
補助金を交付します。

県外で 3年以上居住した後、三豊市へ転入
する人へ家賃などを補助します。

市内の空き家住宅について、三豊市空き家バ
ンク物件として登録し、空き家物件を探して
いる人へ売買・賃貸物件の情報発信を行います。

空き家バンクについて興味がある人は、三豊市移住・定
住ポータルサイト「みとよ暮らし手帳」をご覧ください。

空き家バンク物件を購入して市内へ居住する
人へ空き家バンク住宅のリフォーム工事費用
を補助します。

■申請者の要件
・ 本市に転入する以前に婚姻し、申請日に婚姻日から 1年以内の夫婦
・ 市外で 1年以上居住した後、平成 31年 3月 1日以降に定住の意思をもって転入した夫婦
・ 移住に際し、新たに賃借した契約者本人
・ 交付申請日において夫婦ともに 40歳未満の人
・ 世帯全員に市税の滞納がない人
・ 生活保護法に規定する住宅扶助を受けていない人
・ 「若者定住促進・地域経済活性化事業補助金」「空き家バンクリフォーム・地域経済活性化事業補助金」
「移住促進・新婚世帯家賃補助金」を受けたことがない人

■申請者の要件
・ 平成 31年 4月 1日以降に三豊市空き家バンク住宅を賃貸する契約者本人
・ 定住の意思をもって補助金を受ける住宅に居住する人
・ 世帯全員に市税の滞納がない人
・ 生活保護法に規定する住宅扶助を受けていない人
・ 「若者定住促進・地域経済活性化事業補助金」「空き家バンクリフォーム・地域経済活性化事業補助金」
「移住促進・家賃等補助金」「移住促進・新婚世帯家賃補助金」「空き家バンク住宅・家賃等補助金」を
受けたことがない人

■補助金額
補助金額は「家賃補助金」と「初期費用補助金」の合算額です。
家賃補助金
〔賃借料（管理費・共益費・駐車場代などを除く）―住宅手当〕×1/2または1万円で、空き家バンク住宅
へ転居した翌月から最大2年間支給
初期費用補助金〔礼金、仲介手数料の合計額―事業主からの手当〕× 1/2または3万円で、1回限り支給

■申請者の要件
・ 交付申請日に 40歳未満の人
・ 補助金の交付後、5年以上補助対象住宅に居
住する人

・ 市税を滞納していない人

■住宅の要件
・ 玄関・居室・トイレ・台所を備えている建物
であること

・ 市内業者が、建築・仲介・販売した住宅であ
ること

・ 登記日から 3カ月以内の住宅であること

■補助金額
・ 取得費用が 1,500 万円以上の場合は、100 万
円

・ 取得費用が 1,500 万円未満の場合は、取得費
用の 1/20

※相続・贈与などによる取得、公共工事などの移転補
償による取得の場合は対象とはなりません。

■申請者の要件
・ 県外で 3年以上居住した後、定住の意思をもって
転入した人

・ 移住に際し、新たに賃借した契約者本人
・ 世帯全員に県税・市税の滞納がない人
・ 生活保護法に規定する住宅扶助を受けていない人
・ 「若者定住促進・地域経済活性化事業補助金」「空
き家バンクリフォーム・地域経済活性化事業補助
金」を受けたことがない人

■補助金額
補助金額は「家賃補助金」と「初期費用補助金」
の合算額です。
家賃補助金
〔賃借料（管理費・共益費・駐車場代などを除く）―
住宅手当〕×1/2または2万円で、転入日の翌月か
ら最大2年間支給
初期費用補助金
〔礼金、仲介手数料、家賃支払保証料の合計額―事業
主からの手当〕×1/2または6万円で、1回限り支給

■申請者の要件
・ 空き家バンク物件を購入し、売買契約日から
3年以内の人

・ 「若者定住促進・地域経済活性化事業補助金」
「空き家バンクリフォーム・地域経済活性化事
業補助金」を受けたことがない人

■工事の要件
・ 市内業者が行う工事であること
・ 市からの交付決定後に工事を開始すること

■補助金額
・ 30万円以上の工事で、工事に要した費用の50％
・ 上限 100 万円

■補助金額
家賃補助金
・ 〔賃借料（管理費・共益費・駐車場代などを除く）― 住宅手当〕または 2万円で、転入日の翌月から
最大 2年間支給

物件
登録者

利用
登録者

空
き
家
を
売
り
た
い
人

貸
し
た
い
人

空
き
家
を
買
い
た
い
人

借
り
た
い
人

三
豊
市
空
き
家
バ
ン
ク

募集 PR

連絡・了承

空き家バンク登録事業所の仲人による契約

現地確認及び
交渉・契約に係る
媒介依頼

紹介・申し込み

問い合わせ
・登録

問い合わせ
・登録

三豊市と独立行政法人住宅金融支援機構は「フラット35」の
連携協定を締結しました。これにより、子育て世帯・移住者・空
き家バンク物件購入者が補助金を利用して住宅を取得・リフォー
ムする際、借入金利が引き下げとなる場合があります。

NEW NEW

事業内容変更

▲

4
月
12
日
、市
役

所
で
協
定
締
結
式

を
行
い
ま
し
た
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空き家管理のお手伝いをしてみませんか▲

申し込み・問い合わせ　建築住宅課　☎73－3044

収
集
日　

５
月
29
日
（
水
）

　

※
午
前
８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

収
集
場
所

　

自
治
会
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

収
集
品
目
と
出
し
方

①
乾
電
池

②
蛍
光
灯
・
電
球

③
水
銀
体
温
計
・

　

水
銀
温
度
計

④
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

⑤
金
属
ご
み
（
や

か
ん
、
鍋
、
フ

ラ
イ
パ
ン
、
傘

の
骨
な
ど
家
庭

用
金
属
製
品
）

※
５
つ
の
品
目
ご
と

に
分
け
て
、
キ
ャ

リ
ー
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
50
㎝
以
上
の
も
の
は
「
粗
大
ご
み
」

に
な
り
ま
す
。

・
傘
は
骨
以
外
の
ビ
ニ
ー
ル
や
布
を

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

・
事
務
所
・
商
店
・
農
業
な
ど
の
事

業
活
動
に
伴
う
ご
み
は
回
収
で
き

ま
せ
ん
。

※
持
ち
込
み
場
所
（
市
役
所
・
各
支

所
）
で
も
毎
月
２
回
、
回
収
し
て

い
ま
す
（
第
2
・
４
日
曜
日
、
午

前
７
時
〜
９
時
）。

▲

問い合わせ　環境衛生課　☎73－3007

空
き
家
管
理
事
業
者
の
募
集

　

近
年
、
全
国
で
空
き
家
の
増
加
に
よ
る

住
環
境
の
問
題
が
増
え
て
い
ま
す
。
空
き

家
の
管
理
は
そ
の
所
有
者
が
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
近
隣
に
住
ん
で

い
な
い
場
合
、
そ
の
管
理
が
滞
り
が
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

市
で
は
空
き
家
所
有
者
の
管
理
を
促
進

す
る
た
め
、
市
内
の
空
き
家
を
管
理
で
き

る
事
業
者
を
登
録
し
、
所
有
者
へ
紹
介
す

る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
事
業
者
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
空
き
家
の
管
理
に
必
要
な
業
務
を

し
て
い
る
人
は
、
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

空
き
家
の
管
理
と
は

　

外
観
調
査
、
庭
な
ど
の
除
草
、
樹
木
の

伐
採
、
宅
内
清
掃
、
宅
内
通
風
・
通
水
、

家
屋
修
繕
、
そ
の
他
空
き
家
を
適
正
に
管

理
す
る
た
め
に
必
要
な
業
務
ま
た
は
活
動

登
録
で
き
る
事
業
者
の
要
件

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
事
業
者

①
本
市
に
本
店
、
支
店
な
ど
の
事
業
所
を

置
い
て
い
る
法
人
、
団
体
ま
た
は
個
人

②
右
記
空
き
家
の
管
理
の
い
ず
れ
か
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

④
構
成
員
に
暴
力
団
員
が
い
な
い
こ
と

登
録
事
業
者
の
公
表
に
つ
い
て

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
空
き
家
等
管
理
事
業

者
登
録
名
簿
を
掲
載
し
、
空
き
家
所
有
者

か
ら
の
要
望
に
応
じ
、
管
理
事
業
の
内
容

や
営
業
区
域
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

収
集
日

収
集
場
所

収
集
品
目
と
出
し
方

注
意
事
項

金属ごみ・有害ごみを収集します

「
老
朽
危
険
空
き
家
除
却
支
援
事
業
補
助

金
」
の
事
前
受
付
を
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅

　

老
朽
化
し
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
倒

壊
な
ど
に
よ
り
周
辺
の
住
環
境
に
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
空
き
家

対
象
と
な
る
人

　

補
助
対
象
住
宅
の
所
有
者
、

ま
た
は
そ
の
相
続
人

対
象
と
な
る
工
事

・
補
助
対
象
住
宅
を
市
内

業
者
が
解
体
す
る
工
事

・
令
和
2
年
２
月
末
ま
で
に
事
業
が
完
了

す
る
工
事

※
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
建
築
住
宅
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

補
助
金
額

　

補
助
対
象
事
業
費
ま
た
は
、
国
の
定
め

る
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
金
額
の
80

％
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
、
上
限
1
6
0

万
円
）

事
前
受
付
申
込
期
間

　

５
月
7
日（
火
）〜
６
月
7
日（
金
）

　

※
土
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す

申
込
受
付
場
所　

建
築
住
宅
課

注
意
事
項

・
申
請
時
に
す
で
に
開
始
し
て
い
る
工
事

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
本
補
助
金
は
事
前
申
し
込
み
に
よ
り
市

職
員
が
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査

の
結
果
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
老
朽
危
険
度
の
高
い
も
の
か
ら
優
先
し

て
補
助
予
定
者
と
し
ま
す
。

▲

申し込み・問い合わせ　建築住宅課　☎73－3044

対
象
と
な
る
住
宅

対
象
と
な
る
人

対
象
と
な
る
工
事

補
助
金
額

事
前
受
付
申
込
期
間

申
込
受
付
場
所

注
意
事
項

お知らせ 老朽化した危険空き家の除去に補助金を交付します

▲

申し込み・問い合わせ　環境衛生課　☎73－3007

くらし 飼い犬や飼い猫の不妊・去勢手術費の一部を補助します

▲

申し込み・問い合わせ　環境衛生課　☎73－3007

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
補
助
金

対
象
地
域

　

市
内
全
域

※
高
瀬
・
三
野
・
詫
間
・
仁
尾
町
の
集
落
排

水
処
理
事
業
実
施
区
域
は
除
き
ま
す
。

補
助
対
象
と
補
助
限
度
額

●
専
用
住
宅
も
し
く
は
併
用
住
宅
に
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合

●
専
用
住
宅
の
単
独
処
理
浄
化
槽
、
汲
み
取

り
式
ト
イ
レ
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転

換
す
る
場
合

　

撤
去
費
限
度
額　

20
万
円

●
専
用
住
宅
に
地
下
浸
透
防
止
用
設
備
を
設

置
す
る
場
合

　

設
置
費
限
度
額　

10
万
円

※
設
置
費
が
上
限
金
額
に
満
た
な
い
場
合
は
、

実
際
に
か
か
っ
た
費
用
を
交
付
し
ま
す

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）。

合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
金

対
象
者

　

市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
専
用
住
宅
の
合

併
処
理
浄
化
槽
（
20
人
槽
以
下
）
に
対
し
て
、

同
一
年
度
に
適
正
な
維
持
管
理
（
保
守
点

検
・
清
掃
・
法
定
検
査
）
を
行
っ
た
人

補
助
限
度
額　

３
万
円

対
象
期
間

・
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月

31
日
ま
で
に
実
施
し
た
人
（
令
和
2
年
３

月
31
日
申
請
締
め
切
り
）

・
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
2
年
３
月

31
日
ま
で
に
実
施
し
た
人

必
要
書
類

・
補
助
金
交
付
申
請
書
は
、
環
境
衛
生
課
ま

た
は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・
保
守
点
検
、
清
掃
お
よ
び
法
定
検
査
の
領

収
書
の
写
し

・
公
益
社
団
法
人
香
川
県
浄
化
槽
協
会
に
よ

る
法
定
検
査
の
検
査
結
果
書
の
写
し

（
「
不
適
正
」
で
な
い
も
の
）

・
申
請
者
の
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の

・
印
鑑

提
出
先　

環
境
衛
生
課
、
各
支
所

合併処理浄化槽の補助金を交付します

対
象
地
域

対
象
者

補
助
限
度
額

対
象
期
間

必
要
書
類

提
出
先

補
助
対
象
と
補
助
限
度
額

お知らせ くらし

くらし
　

犬
や
猫
の
不
必
要
な
繁
殖
の
防
止
と
殺
処

分
の
減
少
を
図
る
た
め
、
飼
い
犬
ま
た
は
飼

い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

要
件

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
こ
と

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
市
内
で
犬
ま

た
は
猫
を
飼
っ
て
い
る
こ
と

②
県
内
の
動
物
病
院
で
平
成
31
年
４
月
以
降

に
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
て
い
る
こ
と

③
犬
の
場
合
は
、
登
録
済
み
で
補
助
金
の
申

請
を
す
る
日
以
前
１
年
以
内
に
狂
犬
病

予
防
注
射
を
接
種
し
、
注
射
済
票
の
交

付
を
受
け
て
い
る
こ
と

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
手
術
の
終
了
し
た
日
の
属
す
る
年
度
内
の

申
請
で
あ
る
こ
と

※
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
が
営
利
目
的
で
飼
養

し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額

　

犬
ま
た
は
猫
１
匹
に
つ
き
、３
，０
０
０
円

（
当
該
年
度
に
お
い
て
、
１
世
帯
に
つ
き
、

犬
ま
た
は
猫
の
い
ず
れ
か
１
匹
ま
で
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
補
助
金
交
付
申
請
書
お
よ
び
請
求
書

・
領
収
書
（
不
妊
・
去
勢
手
術
費
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
も
の
で
、
手
術
日
の

記
載
が
あ
る
も
の
）

・
印
鑑

・
申
請
す
る
人
の
通
帳

・
犬
の
場
合
、
登
録
番
号

お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
番
号

※
申
請
書
な
ど
の
様
式
は
、
環
境
衛
生
課
ま
た

は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

要
件

補
助
金
額

手
続
き
に
必
要
な
も
の

※
併
用
住
宅
の
人
槽
区
分
は
、住
宅
部
分
面
積
に
よ
り
ま
す

※
改
築
は
撤
去
を
伴
う
も
の
と
し
ま
す

※
合
併
処
理
浄
化
槽
の
更
新
工
事
は
、対
象
外
で
す

高度処理型浄化槽
（窒素またはリン除去型） 通常型

区
　
分

5
人
槽

7
人
槽

10
人
槽

11
〜
20
人
槽

5
人
槽

7
人
槽

10
人
槽

11
〜
20
人
槽

33
万
2
千
円

41
万
4
千
円

54
万
8
千
円

93
万
9
千
円

44
万
4
千
円

48
万
6
千
円

57
万
6
千
円

109
万
2
千
円

43
万
2
千
円

51
万
4
千
円

64
万
8
千
円

103
万
9
千
円

54
万
4
千
円

58
万
6
千
円

67
万
6
千
円

119
万
2
千
円

補
助
限
度
額

（
新
築
）

補
助
限
度
額

（
改
築
）

空家等管理事業者登録制度



おめでとうご
ざいます

デイリー版ほっとニュースは

市ホームページで
春の訪れを告げる伝統行事
国指定重要無形民俗文化財“生里のモモテ”

人工知能の活用に向けた
広域自治体協議会が発足

伝統芸能にうっとり 春の陽気の中で鍬
く わ

おどり

桜満開！約2,000本の桜が咲き誇る名所
消防車が寄贈されました

3／10  三宝荒神宮10  三宝荒神宮

4／2  財田庁舎2  財田庁舎

3／31  宗吉瓦窯跡史跡公園31  宗吉瓦窯跡史跡公園 4／6～7  財田町戸川ダム公園周辺6～7  財田町戸川ダム公園周辺

4／7  朝日山森林公園7  朝日山森林公園

千年以上前から、地域安寧祈願の弓射行事として行われている生里百々手祭。
海水で身を清めた 5人の射手は、前方にある扇などの的を射ぬいて地域の
安泰を祈り、厄を払います。「けんかモモテ」とも呼ばれるこの行事は、祭り
がにぎやかになるほど大漁と豊作になると言われています。当日はあいにくの
雨模様でしたが、多くの観客が詰めかけ、活気のあるモモテが行われました。

自治体に共通する課題に対し、人工知能（AI）
を活用した解決方法を協議・検討する広域自治
体等人工知能活用推進協議会が発足しました。
財田庁舎で行われた設立総会には、三豊市を
含む中・西讃の首長が出席し、AI を活用した
住民の利便性向上や行政運営の効率化に向けて、
協力・連携することを確認しました。
また、本市のAI 拠点として設置する東京大
学大学院松尾研究室みとよサテライトの愛称を
MAiZM（マイズム）とすることを山下市長が
発表しました。「三豊」「松尾教授」の頭文字の
Mと、関わるすべてのヒトとコトのAから Z
までをAI により解決していきたいとの思いが
込められています。
今後は、参加自治体と松尾教授の意見交換や
課題収集のための企業訪問などを行う予定とし
ています。

第 10回宗吉史跡まつりが開催されました。市内外の陶
芸クラブによる焼き物の展示販売や植木鉢の絵付け体験な
ど、たくさんの人で賑わいました。夕方からは、メインイ
ベントの宗吉史跡能「西

せいおうぼ

王母」が上演され、観客は幽玄の
世界に引き込まれていました。

財田町が生んだ偉人・大久保諶之丞をたたえて、毎年、
観桜シーズンに開催される諶之丞まつりでは、ステージシ
ョーや野外バーベキューで大いに盛り上がりました。
オープニングでは、地元の和光中学校の生徒と鍬おどり
保存会のメンバーによる鍬おどりが披露されました。

2,000 本の満開の桜が咲き誇る朝日山森林公園で桜まつ
りが開催されました。
芝スキーやボート乗り場では、子どもたちの元気な歓声
が響き、たくさんの家族連れがお花見を楽しみました。
テント村では、高瀬茶やたけのこの天ぷらなど、食を楽
しむことができました。

2月 20 日、一般社団法人日本損害保険協会から、
地域における消防力の強化・拡充を目的として、離
島での災害の際に利用するため、軽消防自動車が１
台寄贈されました。
この消防車は
粟島に配備し、火
災の際には積載
している消防用
可搬ポンプで消
火作業を行うほ
か、水害時や訓
練時に幅広く使
用します。

▲観客席からは、矢が当たれば歓声が上がります

▲的に命中すると、観客席から御花がまかれます

▲サテライトの愛称は
“MAiZM（マイズム）”
連絡先☎23-6120

▲県内4市3町の首長が連携を確認しました
（左から）片岡琴平町長、栗田まんのう町長、丸尾多度津町長、山下市長、白川観音寺
市長、梶丸亀市長、平岡善通寺市長

▲設立総会で、
山下市長が会
長に就任

仁尾児童館の「におっこ清掃探検
隊」が制作した防災マップが、一般
社団法人日本損害保険協会主催「第
15回小学生のぼうさい探検隊マップ
コンクール」で、全国 2,865 作品の
中からキッズリスクアドバイザー賞
に選ばれました。
今回は、土砂災害をテーマにし、
県西讃土木事務所協力のもと、仁尾
町の砂防ダムを見学して、防災マッ
プづくりに取り組みました。マップ
には、仁尾町内にある 13 カ所の砂
防ダムの位置や土砂災害の警戒区域、
避難所が示されており、地域の土砂
災害の危険性が一目で分かる点など
が評価されました。

におっこ清掃探検隊の防災マップが
全国コンクールでキッズリスクアドバイザー賞を受賞

▲砂防ダム建設現場を訪れ、ダム
の役割などを調査しました

▲1月に東京都で開催された表彰式
▲完成した防災マップ
ダムで土砂災害から身を守ろう！
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６月から特定健康診査が始まります

▲

問い合わせ　健康課　☎73－3014

▲

申し込み・問い合わせ　福祉課　☎73－3015

災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
と
は

　

市
で
は
、
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
と
き
、

避
難
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
家
族

な
ど
の
支
援
が
十
分
に
受
け
ら
れ
ず
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
（
災
害

時
要
援
護
者
）
に
、
災
害
情
報
の
提
供
や
避

難
の
手
助
け
が
素
早
く
、
安
全
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
災
害
時
要
援
護
者
登

録
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
要
援
護
者

の
避
難
支
援
は
、
地

域
支
援
者
（
隣
近
所

に
住
ん
で
い
て
、
支

援
し
て
い
た
だ
け
る

人
）
や
自
主
防
災
組

織
、
自
治
会
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
助
け
合
い
が
基
本

と
な
り
ま
す
。

　
災
害
時
要
援
護
者
登
録
の
対
象
者

　

在
宅
で
生
活
す
る
次
の
人
が
対
象
で
す
。

①
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
た
人

②
身
体
障
害
者
・
療
育
・
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人

③
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
お
よ
び

こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の
人

④
①
か
ら
③
以
外
で
、
避
難
の
際
に
地
域
の

皆
さ
ん
の
支
援
が
必
要
な
人

地
域
支
援
者
と
は

　

災
害
時
要
援
護
者
を
普
段
か
ら
見
守
り
、

災
害
時
に
は
必
要
な
情
報
を
伝
え
た
り
、
一

緒
に
避
難
し
た
り
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
く

れ
る
人
で
す
。
決
し
て
責
任
を
伴
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
範
囲
で
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
申
請
方
法

　

制
度
へ
の
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
地
域

支
援
者
を
自
分
で
見
つ
け
て
、
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
に
登
録
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
地
域
支
援
者
を
見
つ
け
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、
自
治
会
長
や
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
は
、
登
録
申
請
書
を
も
と
に
登
録
台
帳

を
作
成
し
、
そ
の
台
帳
を
災
害
時
要
援
護
者

が
居
住
す
る
地
区
の
自
治
会
長
や
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
提
供
し
、
災
害
時
に
避
難

誘
導
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
要
請
し
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る

人
は
、
個
人
情
報
が

地
域
の
皆
さ
ん
に
提

供
さ
れ
る
こ
と
に
同

意
の
う
え
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

知っていますか？災害時要援護者登録制度くらし

　

特
定
健
康
診
査
の
検
査
項
目
は
、
高
血
圧
、

高
血
糖
、
脂
質
異
常
な
ど
主
な
生
活
習
慣
病

に
的
を
絞
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
引
き
起

こ
す
動
脈
硬
化
に
よ
り
心
臓
病
や
脳
卒
中
、

慢
性
腎
臓
病
な
ど
の
重
い
生
活
習
慣
病
に
進

行
す
る
前
に
、
い
ち
早
く
発
見
し
、
効
果
的

に
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
健
診
で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
5
月
末
に
受
診
券
を
送
付

し
ま
す
。
あ
な
た
の
健
康
の
た
め
に
、
ぜ
ひ

受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
〜
74

歳
の
人
（
令
和
２
年
３
月
31
日
時
点
）

検
査
内
容　

計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
、
診
察
な
ど

自
己
負
担
金

　

集
団
検
診　
　
　

７
０
０
円

　

医
療
機
関
検
診　

１
，
０
０
０
円

※
今
年
度
40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
に
な
る

人
は
、
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

場
所　

集
団
検
診
会
場
ま
た
は

　
　
　

三
豊
・
観
音
寺
市
指
定
医
療
機
関

　

詳
し
く
は
、
受
診
券
に
同
封
し
て
い
る
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

若
年
健
康
診
査
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

市
で
は
、
20
〜
39
歳
（
令
和
２
年
３
月
31

日
時
点
）
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
若
年

健
康
診
査
（
集
団
検
診
の
み
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
検
査
内
容
、
自
己
負
担
金
は
特
定

健
康
診
査
と
同
じ
で
す
。
若
い
頃
か
ら
年
に

1
回
は
健
康
診
査
を
受
け
、
生
活
習
慣
を
振

り
返
る
機
会
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

若
年
健
康
診
査
を
希
望
す
る
人
は
、
健
康

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
特
定
健
診
と

特
定
保
健
指
導
の
セ
ッ
ト
利
用
で

こ
ん
な
い
い
こ
と
が
待
っ
て
い
ま
す

生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見
で
き
る

　

早
い
段
階
で
、
体
の
変
化
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

健
康
を
取
り
戻
せ
る

　

特
定
保
健
指
導
は
無
料
で
す
。
メ
タ
ボ
の

状
態
が
続
く
と
動
脈
硬
化
が
進
み
、
命
に
関

わ
る
病
気
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
健
診
結
果
か
ら
対
象
者
に
は
特
定

保
健
指
導
の
案
内
を
送
り
ま
す
。
生
活
改
善

の
き
っ
か
け
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

医
療
費
の
負
担
を
軽
く
で
き
る

　

一
人
ひ
と
り
が
生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重

症
化
を
予
防
で
き
れ
ば
、
医
療
費
を
抑
え
ら

れ
ま
す
。

対
象
者

検
査
内
容

自
己
負
担
金

場
所

真鍋　一也
三宅　　正
滝口　大貴
荻田　恭裕

優　勝
準優勝
３　位
３　位

＜硬式の部＞
男子個人戦

川崎　姫奈
齊藤　　司
伊藤　　涼
組橋　秀子

優　勝
準優勝
３　位
３　位

女子個人戦

守長　久男・芳地　弘文
竹内　ヒデ子・藤田　謙一
石井　光信・松本　佳和
宇草　真一・小柳　正生

優　勝
準優勝
３　位
３　位

＜ラージの部＞
ダブルス　　

守長　久男
嶋田　　章
藤田　謙一
安藤　文嘉

優　勝
準優勝
３　位
３　位

　男子シングル
藤井　悦子
田中　広美
嶋田　雅代
武川　真知子

優　勝
準優勝
３　位
３　位

女子シングル

第13回 市長杯卓球大会  結果

（特定健診等データ管理システムKDB抽出
　平成29年度累計）

健康

　

市
の
産
業
振
興
お
よ
び
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
市
の
区
域
内
に
お
い
て

製
造
業
施
設
な
ど
を
新
設
し
よ
う
と
す
る

企
業
に
対
し
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
は
、
３
年
間
で
２
億
円
を
上
限
と
し
て

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
業
種

　

１ 

製
造
業
施
設

　

２ 

物
流
拠
点
施
設
・
運
輸
業
施
設

　

３ 

試
験
研
究
施
設

　

４ 

宿
泊
施
設
・
観
光
施
設

　

５ 

情
報
処
理
関
連
施
設

　
　

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
含
む
）

助
成
要
件

・
投
下
固
定
資
産
額
が
３
，
０
０
０
万
円

以
上
（
情
報
処
理
関
連
施
設
を
除
く
）

・
交
付
申
請
時
の
新
規
常
用
雇
用
者
（
市

内
在
住
者
）
が
５
人
以
上

助
成
内
容

・
新
設
部
分
に
対
し
て
賦
課
さ
れ
た
固
定

資
産
税
に
相
当
す
る
額

・
事
務
機
器
リ
ー
ス
な
ど
に
要
す
る
経
費

の
１
／
２
以
内
の
額
（
情
報
処
理
関
連

施
設
に
限
る
）

・
井
戸
、
温
泉
の
掘
削
な
ど
に
要
す
る
経

費
の
１
／
３
以
内
の
額

・
雇
用
者
数
に
応
じ
た
助
成

※
対
象
業
種
に
よ
り
助
成

内
容
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
産
業
政
策
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

製造業施設などを新設する企業に奨励金を交付しますお知らせ

▲

申し込み・問い合わせ　産業政策課　☎73－3012

対
象
業
種

助
成
要
件

助
成
内
容

特定健診受診者1人あたりの
生活習慣病医療費　3,894円

特定健診未受診者1人あたりの
生活習慣病医療費　13,661円

約3.5倍
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後期高齢者医療制度からのお知らせ ▲

問い合わせ　　　　　　　　　【保険料】　　税務課　☎７３－3006
【保険料以外】健康課　☎73－3014

【全般】県後期高齢者医療広域連合　☎087－811－1866

くらし

保険料の見直しが行われます

年度途中に後期高齢者医療制度に加入する皆さんへ

　今年度から、制度創設当初から国によって措置されてきた均等割額の軽減特例の見直しが行われ
ます。
　今回の見直しは、10月から介護保険料の軽減強化や年金生活者支援給付金の支給が開始されるこ
ととあわせて実施され、可能な限り、所得の低い人への負担が生じないよう、段階的に見直しが進
められるものです。

　年間の保険料は、被保険者が均等に負担する「均等割額」と前年中の所得に応じて負担する「所
得割額」の合計です。保険料率は、県内すべての市町で同じです。

　被保険者の資格を取得した日の前日まで被用者保険の被扶養者であった人の保険料は、激変緩和
を図るため所得割額の負担はなく、資格取得後２年を経過する月までの間に限り、均等割額が５割
軽減されます。

　市職員などを装って電話をかけ、医療費や保険料を還付すると伝
え、ATM（現金自動預け払い機）からお金を振り込ませようとする
などの詐欺事件が県内でも未だに多発しています。
　広域連合や市職員がATMの操作をお願いすることは絶対にありま
せん。不審な電話があった場合は、最寄りの警察署や県後期高齢者
医療広域連合、健康課へご相談ください。

保険料（年額） 均等割額
47,300円

所得割額
（総所得金額など-33万円）×9.26％＝ ＋

　世帯の被保険者全員と世帯主の総所得金額などの合計額で軽減割合を判定します。

均等割額の軽減

保険料の算定方法

【仮徴収対象の人】※仮徴収…公的年金からの引き落とし
　４月の公的年金からの引き落とし額は、２月引き落とし分と同額になります。
※平成31年２月に引き落としされていない人は、平成29年中の所得を基に仮計算された保険料の１／６相当の額が
引き落としされます。さらに、本年度の保険料額が確定後、10月以降の引き落とし分で残りの保険料額の調整が
行われます。

【仮徴収対象外の人】
　６月に保険料が確定後、７月から納付書または口座振替による納付が始まります。その後、公的
年金からの引き落としに移行できる人は、10月から引き落としが始まります。
※保険料の納付方法が公的年金からの引き落としの人で、口座振替による納付に変更を希望する人は、税務課まで
申し出てください。なお、公的年金からの引き落としから納付書による保険料の納付への変更はできません。

【被保険者証】
　年度途中に加入する人の資格取得日は次のとおりです。

【保険料】
　保険料は、資格取得日を含む月から月割りで算定します。税務課から送付する納付書で納めてく
ださい。
※国民健康保険税が年金から天引きされていたり、口座振替になっていた人も、後期高齢者医療制度
に加入した当初は、納付書での支払いに変更になります。

保険料の納付について

被扶養者であった人の軽減

※77歳になった月分からは、世帯の所得に応じた均等割軽減が適用されます。世帯の所得が一定程度ある人は、
　均等割軽減は適用されません。

※賦課期日（４月１日）の世帯状況で判定します。
※65歳以上の方は、公的年金所得について最大15万円を控除します。
（※1）激変緩和のため、本年10月からの1年間は、特例的に8.5割軽減が継続になります。

令和2年10月から7割軽減が適用されるため、令和2年度は通年通して7.75割軽減に
なります。

（※2）本年10月から本則の7割軽減に戻るため、9月までは9割軽減、10月から7割軽減が適用され、通年通し
て8割軽減になります。

（※3）27.5万円から28万円へ変更
（※4）50万円から51万円へ変更

対象者の所得要件
（世帯主および世帯の被保険者全員の軽減判定所得の合計額）

〔平成30年度における8.5割軽減の区分〕※1

３３万円以下

　※3
３３万円＋（２８万円×世帯の被保険者数）

　※4
３３万円＋（５１万円×世帯の被保険者数）

〔平成30年度における９割軽減の区分〕※2
うち、世帯の被保険者全員の各種所得なし

均等割の軽減（通年換算）

本則

７割
8.5割

８割

7.75割 ７割

５割

２割

５割

２割

今年度 令和2年度 令和3年度

７割

振り込め詐欺にご注意ください

1
2

3

4

75歳になる人
転入

　

障害認定を受けた人（※）

誕生日
転入により住所を定めた日

停止または廃止となった日

後期高齢者医療広域連合の認定を受けた日

事　　 由 資格取得日

生活保護の停止または廃止に
なった人

※65歳から74歳までの一定の障がいがある人（障害認定を受けるには申請が必要です）

　75歳になる人には、誕生日までに被保険者証が広域連合から特定記録郵便で送られます。誕生日
以降に使用してください。
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効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
う
た
め
の
原
理

　

生
理
学
の
基
本
原
則
に
、「
我
々
人

間
の
持
つ
機
能
は
、
使
わ
な
け
れ
ば
退

化
し
、
適
度
に
使
え
ば
発
達
す
る
が
、

使
い
過
ぎ
る
と
萎
縮
し
て
し
ま
う
」
と

い
う
「
ル
ー
の
使
用
の
法
則
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
法
則
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

当
て
は
め
る
と
、
適
度
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
実
施
（
使
う
）
す
れ
ば
、
十
分
な

効
果
（
発
達
）
が
期
待
で
き
る
が
、
法

則
を
無
視
（
使
わ
な
い
・
使
い
過
ぎ
）

す
る
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
が
上
が

ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
障
が

い
（
退
化
・
萎

縮
）
を
引
き
起

こ
す
危
険
性
も

高
く
な
る
と
い

う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
外
部
か
ら
の
強

い
刺
激
に
適
応
す
る
た
め
に
身
体
が
強

化
さ
れ
る
習
性
を
利
用
し
た
も
の
で
、

日
常
生
活
で
か
か
る
以
上
の
負
荷
を
身

体
に
与
え
る
こ
と
が
前
提
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
「
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
の
原
理
」、

す
な
わ
ち
過
負
荷
の
原
理
で
す
。
こ
の

原
理
に
沿
っ
て
意
識
し
て
ほ
し
い
の
が
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
特
異
性
・
可
逆
性
・

適
時
性
の
３
点
で
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
試
合
に
勝
つ
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
違
う
よ
う
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
負

荷
の
か
け
方
は
、
目
的
に
沿
っ
た
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
特
異
性
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
や
め
て
し
ま
う
と
身
体
が
元
に
戻

っ
て
い
く
可
逆
性
、
ま
た
、
年
齢
に
応

じ
た
発
育
・
発
達
や
体
力
要
素
間
の
関

係
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内
容
を
選
択
す
る

こ
と
を
求
め
る
適
時
性
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
原
理
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
を
左
右
す
る
大
き
な

要
素
と
な
り
ま
す
。

四国学院大学教授
緑ヶ丘総合運動公園
センター長　清水 幸一 さん

Vol.4

身が厚くて栄養の詰まった
産卵時期のイカをぜひ味わって
　３月１５日の定置網解禁とともに、燧灘から
は春を告げる漁獲物が数多く水揚げされるよう
になります。その一つがイカです。マイカ（コ
ウイカ）、ダンゴイカをはじめ、５月上旬には
大型のアオリイカやモンゴイカ、中旬からは小
ぶりなヒイカ、ミミイカなど、多い時には６～
７種類のイカが取れることも。「燧灘は産卵場
所になっていることから、５～６月は栄養を含
んだ肉厚の身となり、味もおいしいですよ」と
仁尾町漁業協同組合の小山雅司組合長は話しま
す。
　朝獲れ朝市でも登場します
ので、まずはそこでゲットし
てみませんか。

▲写真はマイカ（コウイカ）。新鮮なイカは刺身
にして肝醤油で味わって

▲▶お客さんでにぎわう
朝獲れ朝市。
新鮮なイカが並びます

イカ

仁尾町漁協の朝獲れ朝市

5月31日は世界禁煙デー ▲

問い合わせ　健康課　☎73－3014

　

毎
年
５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
は
５
月
31
日
〜
６
月
６

日
の
１
週
間
を
禁
煙
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

喫
煙
が
健
康
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、

受
動
喫
煙
の
危
険
性
や
ニ
コ
チ
ン
の
依
存
性

を
踏
ま
え
る
と
、
喫
煙
習
慣
は
個
人
の
嗜
好

に
と
ど
ま
ら
な
い
健
康
問
題
で
あ
り
、
た
ば

こ
対
策
は
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
煙
で
困
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す

　

た
ば
こ
の
煙
は
、
吸
う
人
は
も
ち
ろ
ん
、

他
人
の
吸
っ
た
煙
を
吸
い
込
ん
だ
人
に
も
害

を
及
ぼ
し
ま
す
（
受
動
喫
煙
）。
さ
ら
に
、

た
ば
こ
の
有
害
物
質
は
髪
や
衣
類
、
ソ
フ
ァ

や
壁
に
も
付
着
す
る
た
め
、
そ
れ
を
吸
い
込

む
こ
と
で
害
は
全
身
に
及
び
ま
す
（
三
次
喫

煙
）。
特
に
子
ど
も
へ
の
被
害
は
避
け
た
い

も
の
で
す
。
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
へ
も
害

を
及
ぼ
す
こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
オ
ー
ピ
ー
デ
ィ
ー

C
O
P
D
と
い
う
病
気
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

C
O
P
D
は
、「
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
」

と
言
い
、
慢
性
気
管
支
炎
と
肺
気
腫
の
総
称

で
す
。
咳
や
痰
、
息
切
れ
を
自
覚
症
状
と
し
、

長
年
の
喫
煙
が
主
な
原
因
と
な
り
、
肺
や
気

管
支
の
組
織
が
壊
れ
て
呼
吸
が
う
ま
く
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
喫
煙
者
に

多
い
病
気
で
す
が
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人

も
た
ば
こ
の
煙
を
間
接
的
に
吸
い
込
む
こ
と

で
、
C
O
P
D
の
危
険
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

喫
煙
以
外
の
原
因
も
あ
り
ま
す
が
、

C
O
P
D
患
者
の
90
％
以
上
は
た
ば
こ
と
関

係
が
あ
り
ま
す
。
C
O
P
D
の
発
症
を
予
防

す
る
、
悪
化
さ
せ
な
い
、
そ
の
第
一
歩
は
禁

煙
で
す
。

た
ば
こ
が
や
め
ら
れ
な
い
の
は
な
ぜ
？

　

た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
な
い
の
は
、
ニ
コ
チ

ン
の
依
存
性
が
原
因
で
す
。
上
手
に
禁
煙
す

る
た
め
に
は
、
禁
煙
外
来
を
活
用
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

健
康
増
進
法
の
改
正
に
よ
り

受
動
喫
煙
防
止
対
策
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
喫
煙
者
が
喫
煙
を
す
る
際
や
施

設
管
理
者
が
喫
煙
場
所
を
設
置
す
る
際
に
は
、

配
慮
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
望
ま
な

い
受
動
喫
煙
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、

禁
煙
す
る
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
喫
煙
す
る

場
合
は
周
囲
の
状
況
に
十
分
配
慮
し
ま
し
ょ

う
。

６
月
か
ら
始
ま
る
結
核
・
肺
が
ん
検
診

　

肺
が
ん
は
、
死
亡
数
が
男
女
合
わ
せ
て
一

番
多
い
が
ん
で
す
。
特
に
肺
の
奥
に
で
き
る

が
ん
ほ
ど
、
咳
や
痰
な
ど
の
症
状
が
出
に
く

く
、
気
づ
き
に
く
い
の
が
特
徴
で
す
。
自
覚

症
状
が
な
い
の
で
、
初
期
の
肺
が
ん
は
検
診

で
な
け
れ
ば
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

　

65
歳
以
上
の
人
や
結
核
・
肺
が
ん
検
診
の

申
し
込
み
を
し
て
い
る
人
に
は
５
月
下
旬
に

問
診
票
を
送
り
ま
す
。
申
し
込
み
が
ま
だ
の

人
は
、
健
康
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

三
豊
市
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
に
は
、
現
在
、
市
内
で
活
動
し

て
い
る
25
団
体
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

各
団
体
が
、
お
互
い
に
情
報
交
換
や
啓

発
を
行
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

お
い
て
、
男
女
の
区
別
な
く
一
人
ひ
と
り

が
自
分
ら
し
く
輝
く
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
左
記
の
と
お
り
、
登
録
団

体
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

対
象

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

　

※
女
性
団
体
に
限
り
ま
せ
ん

年
会
費

　

１
団
体　

１
’
０
０
０
円

活
動

　

議
会
や
行
政
と
の
意
見
交
換
会
、

　

視
察
研
修
な
ど

応
募
方
法

　

人
権
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

人
権
課　

☎
73
・
3
0
0
8

三
豊
市
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
の
登
録
団
体
を
募
集 No.64

目
指
せ

男
女
共
同
参
画
社
会

対
象

活
動

応
募
方
法

年
会
費

健康

広報

てみま

でにぎわうううううううううううううううううううう

が並びます

仁尾
日時　5月5日・19日、6月2日・
　　　16日・30日、7月7日
　　　午前７時３０分～
問い合わせ　仁尾町漁業協同組合
　　　　　☎82-2016 （左から）漁師の河田仁さん、

　河田太治郎さん、小山雅司組合長
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精神保健相談日（要予約）
【思春期相談】
■時 5月13日（月） 午後2時～
【心の健康相談】
■時 5月16日（木）午後4時20分～
■場西讃保健福祉事務所
■申■問西讃保健福祉事務所
　☎25－2052

青年・成人の発達障がいに関する
相談会（要予約）

■時 5月17日（金）午後1時～
■場みとよ未来創造館
■対 16歳以上の当事者および家族、
関係者など

■内臨床心理士に家族・学校・職場
などでの困り事を相談できます

■申■問福祉課　☎73－3015
発達障がいの家族会
「ハナミズキの会」（要予約）
■時 5月25日（土）
午前10時～11時30分

■場社会福祉法人ラーフ リール
（観音寺市柞田町丙1060番地1）
■対 三豊市・観音寺市在住の人で、
発達障がいまたは特性があると
思われる人の保護者や家族など。
年齢は問いません

■内座談会
■申■問支援センターウィズ 
　☎24－8111

統合失調症　家族教室

■時 5月8日（水）
午後1時30分～3時30分

■場西讃保健福祉事務所
■内当事者や家族などの交流会・情
報交換

■受 5月7日（火）まで
■問西讃保健福祉事務所　
☎25－2052

社会保険労務士による出張年金相談

■時 5月8日（水）
午前10時～午後3時

■場危機管理センター
■内年金相談や年金請求・各種手続
きの受け付け

■持年金手帳、相談者本人であること
を確認できるもの。代理人の場合
は委任状および代理人本人である
ことを確認できるもの

■問街角の年金相談センター高松
（オフィス） ☎087－811－6020
市民課　☎73－3005

市総合体育館5月健康教室
【初心者のためのトレーニング講座】（要予約） 
■時 5月25日（土）
午前10時30分～11時30分
■料 200円
【バランスボール講座】（要予約） 
■時 5月19日（日）

午前10時30分～11時30分
■料 200円
【健康相談と運動処方】 
■時 5月4日（土）午後4時～5時30分
9日（木）、23日（木）
午前10時30分～正午
19日（日）、25日（土）
午前9時～10時30分
■料 200円
■申■問市総合体育館　☎72－1500
転ばぬ先のステップアップ教室
（高瀬会場）
■時 6月18日～
9月24日
（月1～3回
の火曜日
10回コース）　
午後1時30分～3時

■場みとよ未来創造館
■内転倒を予防するための運動教室
ストレッチやバランス運動など

■対運動を制限するような疾病や痛
みの少ない65歳以上の人で、休
まず参加できる人、昨年この教
室に参加していない人

■数 20人
■受 5月8日（水）午前9時～
※定員になり次第受付終了

■注山本・豊中・三野会場の詳細は広
報などで案内します。元気まんて
ん教室との併用参加はできません

■申■問地域包括支援センター
　（介護保険課内） ☎73－3017

山本町公民館 生涯学習講座
【スターウォッチング
　　「月と春の星座」】

■時 5月11日（土）午後7時30分～9時
■場山本ふれあい公園
■対どなたでも（小学生以下は保護者
同伴）

■注雨天曇天の場合は山本町生涯学
習センターでビデオ学習

■問山本町公民館　☎63－1041
古文書解読養成講座
■時 5月～7月、9月～12月の第3木曜日
※警報発令時は休講
5月～7月は午後7時30分～9時、
9月～12月は午後7時～8時30分

■場みとよ未来創造館
■講徳島文理大学　橋詰 茂 教授
■受当日会場にて受け付け
■問生涯学習課　☎73－3135
市民卓球講習会
■時 6月2日（日）午前9時～午後3時
■場市総合体育館
■内サーブ・レシーブの練習方法など
の講習、練習試合

■対市内在住・在勤・在学の人で、卓球
クラブに所属する人。硬式および
ラージボールの初心者・中級者・
上級者

■料 300円（学生・障がい者は無料）
■受 5月24日（金）まで
■申■問市体育協会事務局　☎73-3138
緑のカーテン育成講習会
■時 5月17日（金）午後1時30分～

■場市役所西館
■数 30人
■受 5月16日（木）正午まで
■申■問県環境政策課
　☎087－832－3209

三豊総合病院5月健康教室（要予約）
【食べて治して、ハッピーライフ】
■時 5月10日（金）午後2時～3時
【腎臓病教室】
■時 5月16日（木）
午後3時30分～4時30分

【夜間糖尿病教室】
■時 5月9日（木）午後6時～7時30分
■料 600円
■申■問健康管理センター ☎52－3366
三豊総合病院　みとよサプリ

■時 5月15日（水）
午後1時30分～2時

■内人生会議を知っていますか？
■問三豊総合病院　☎52－3366

満濃池森林公園5月イベント
【春の野鳥観察会】
■時 5月18日（土）午前9 時～正午
【まんのうっ子のこいのぼり流し】
■時 5月26日（日）まで
■場満濃池森林公園
■問公園管理事務所
☎0877－57－6520

第6回「番の州公園 バラ祭り」
■時 5月10日（金）～12日（日）
午前10時～午後3時

■場坂出市番の州公園
■内坂出ブランド品・バラ苗・肥料
販売、オープンセミナーなど

■問坂出緩衝緑地管理事務所
☎0877－45－6820

ボートレースの収益金は
公共事業に活用されています

　香川県中部広
域競艇事業組合
は平成30年に50
周年を迎えまし

た。また、ボートレースまるがめは
平成21年4月21日に全国で5番目、
中四国地区で初となるナイターレース
を開催して、今年で10周年を迎えま
した。
　三豊市は香川県中部広域競艇事
業組合の構成団体として、ボートレー
ス事業に携わっており、毎年配分さ
れる収益金は、本市のまちづくりの
財源として、道路修繕や公共施設の
整備などに充
てられ、住民
福祉の向上に
役立てられて
います。
■問総務課　☎73－3000

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　　　　　　　■持＝持参物　■テ＝テーマ　■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意事項　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先

講座・教室

MAY
月のお知らせ

相談
精神保
【思思【思春春

青年・
相談会

発達障
「ハナ「「

市総合
【初【初心心

社会保

■■■■■■■■■

統合失

■■

三豊総

第6回
■■■■■■■

■■■■■■■■
三豊総

■■■■■■■■

満濃池
【春

ボート
公共事

■■■
市民卓
■■■■■■■■■6

■■■■■■■■■■■■
緑のカ
■■■■■■■■■5

■■■■■■■
古文書
■■■■■■■■■5

山本町
【【ス【スタ

転ばぬ
（高瀬会

宇崎竜童 弾き語りライブ

映画「ぼけますから、
　　　　よろしくお願いします。」

桂こけ枝  ふるさと寄席
桂こけ枝 ＆ 三度

■時６月８日（土）
開演　午後４時

■時５月18日（土）
①午前10時30分～　②午後1時30分～

５

　ダウン・タウン・ブギウギ・バンド
から山口百恵まで名曲熱唱、
圧巻のステージ！

フジテレビ「Mr.サンデー」で大反響を呼んだ、娘自らが
撮り下ろしたドキュメンタリー。娘の視点から認知症
患者を抱えた家族の内側を丹念に描き出した意欲作。

■料【全席指定】4,500円

■料シルバー：前売り・当日1,000円
一般：前売り1,300円、当日1,500円　ほか

讃岐源之丞里がえり公演 吉津駐在所の運用を開始しました

■時 6月２日（日）
開演 午後2時

■料【全席自由】
前売り 2,000円  
当日 　2,500円

その他

■時 5月12日（日）午後1時30分～3時
■場仁尾町賀茂神社
■内壺坂観音霊験記
（沢市内の段、山の段）
■問仁尾町公民館　☎82－5106

第5回三豊総合病院まつり
■時 5月12日（日）
午前9時30分～午後2時
■場三豊総合病院、健康管理センター
■内ステージコーナー、岡山大学大学院 
勝井邦彰准教授による講演「最新
の放射線治療～陽子線治療～」
など
■問三豊総合病院　☎52－3366

　平成３０年８月以降、新築工事のため一時閉
鎖していた三豊警察署吉津駐在所は、
工事が完了したため、３月１８日
から運用を開始しています。

■問三豊警察署　☎72－0110

イベント
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申し込み・問い合わせ
三豊市観光交流局　☎56－5880（火曜休館）

♥

＆
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健康課からのお知らせ
ジェネリック医薬品で医療費の節約を！
　ジェネリック医薬品は、これまで使
われていた新薬の特許が切れた後に
同等の品質で製造販売される低価
格の薬です。診療などの際に医師や
薬剤師に「ジェネリック医薬品を希望
する」ことを伝え、ご相談ください。
　なお、ジェネリック医薬品に切り替
えると負担額が軽減されると見込ま
れる人に「ジェネリック（後発）医薬
品使用促進のお知らせ」を年２回（6
月・12月）通知しています。
※病気や症状によっ
てはジェネリック
医薬品に変更でき
ないこともあります。

被保険者証の有効期限について
　平成３１年３月にお届けした国民
健康保険被保険者証の有効期限が

※活動資金は、福祉課、三豊市内
　農協各支店でも受け付けます
■問福祉課　☎73－3015

「平成３２年3月31日」となっていま
す。「令和2年3月31日」と読み替え
て、引き続きご使用いただけます。

■問健康課　☎73－3014
5月は赤十字会員増強運動月間です
　5月1日から1カ月間は、全国一斉
に赤十字会員増強運動が展開され
ます。
　日本赤十字社では、災害などで被
害を受けた人の救援活動や救急法の
講習、血液事業の推進、奉仕団・
青少年活動など、さまざまな事業を
行っています。これらの活動資金は、
日本赤十字社の会員に加入して納め
ていただく「会費」と「寄附金」によっ
て支えられています。ぜひ、ご協力
ください。
目標額　１世帯500円
※自治会長や婦人会長がお願いに
　行きます

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　■持＝持参物　■テ＝テーマ　
■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意事項　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先5月の保健・相談

福祉課　☎73－3015こころの相談

日　程 場　　所時　間
10:00～11:30
13:30～15:00

山本町保健センター
みとよ未来創造館

10日(金)
27日(月)

人間関係の悩みやうつ病などの心の病気、障がい福祉サービスの相談

健康相談 健康課　☎73－3014
血圧測定・尿検査、健診結果の説明や生活習慣病の予防、禁煙などの相談
日　程 時　間 場　　所

山本町保健センター
詫間福祉センター
豊中町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三野町保健センター
市民センター仁尾
みとよ未来創造館

9：30～11：00

8日（水）
9日（木）
10日（金）
16日（木）
20日（月）
21日（火）
22日（水）

日　程 時　間 場　　所
三豊市役所
市民センター仁尾
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
豊中庁舎
山本町保健センター
詫間福祉センター
三野町保健センター

10:00～11:00

9日（木）
13日（月）
14日（火）
15日（水）
16日（木）
22日（水）
27日（月）

高齢者あんしん相談 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談

月のお知らせ５

地域包括支援センター　☎73－3017
みとよ元気運動塾
転倒予防のための運動教室

10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：00

日　程 場　　所時　間

9日（木）

13日（月）

15日（水）

17日（金）

28日（火）

山本町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
市民交流センター
みとよ未来創造館
マリンウェーブ
三野町保健センター
仁尾町文化会館
二ノ宮農業構造改善センター

３月の市内交通事故発生状況（　）内は前月比　発生件数22件（+10）死者数０人（０）負傷者数35人（+22）

社会福祉協議会へ

（３月受付分）心温まる贈りもの

福祉課へ

高瀬町カラオケ同好会
吉津小学校

原 　 和 久 （山本町）

藤 田 　 博 （三野町）

　このたび、次の皆さまより善意の
ご寄附をいただきました。厚くお礼
申し上げます。　　 （敬称略・順不同）

※休日当番医は、都合により変更になることがあります休日当番医 ※　　＝歯科の診療時間は午前9時から正午まで　　　

税務課からのお知らせ

☆軽自動車税を納付書で納めた人は、領収書に車検時に必要
な納税証明書がついています。大切に保管してください。
☆口座振替で納めた人へは、６月中旬に納税証明書(ハガキ）
を送付します。
☆納期限内に納めましょう。

問い合わせ　税務課　☎73－3006▼

　認知症が気になる人や認知症の人とその家族、地域の人な
ど、誰もが気軽に集える場所です。月替わりの講話やイベント
をはじめ、個別の相談ができます。お気軽にご参加ください。

日程 時間 場　所
13:00～15:00

13:30～15:30

13:00～15:00

13:00～15:00

14:00～16:00

介護老人保健施設 白寿の杜（詫間町）

三野町保健センター内 太陽の家

特別養護老人ホーム 優楽荘（山本町）

豊中町保健センター

みんなの訪問看護ステーション（高瀬町）

　
8日（水）
　

15日（水）

16日（木）

オレンジかふぇ開催のお知らせ（５月）

■問地域包括支援センター　☎73－3017　
■料 100～300円　

火葬場の休場日（６月）
■時 6月6日（木）、21日（金）
■問環境衛生課　☎73－3007

相 談 名 日　　程 時　　間 場　　　　所 問い合わせ
9:00～12:00
9:00～12:00
13:00～15:00
10:00～12:00
13:00～15:00
13:00～15:00
13:00～15:00

豊中庁舎
市民センター仁尾
市民センター三野
財田庁舎
みとよ未来創造館
山本庁舎
詫間福祉センター
豊中庁舎
詫間福祉センター
みとよ未来創造館
山本町農村環境改善センター
財田庁舎

8日（水）

10日（金）

13日（月）

22日（水）

8日（水）

13日（月）

31日（金）

9:00～12:00
10:00～15:00
10:00～13:00
10:00～15:00
10:00～15:00

行 政 相 談

人 権 相 談

総務課　☎73－3000
または各支所

人権課　☎73－3008
または各支所

10：00～11：30 上高野文化センター

危機管理センター
※対象地域は高瀬・山本・財田 
西讃農業改良普及センター
※対象は、新規就農予定者・就農5年以内の農業者
※毎月第3火曜日　農業制度資金相談会開催中

中小企業などの
経営相談

13：30～16：00

13：00～16：00
（要予約）

9：00～17：00
（要予約）

職 業 相 談

農 事 相 談

就 農 相 談

産業政策課　☎73－3012

農業委員会　☎73－3046

上高野文化センター
☎62－2377

西讃農業改良普及センター
☎62－3075

13日（月）

7日（火）

16日（木）

～

31日（金）

よろず三豊
サテライト

危機管理センター
インパルみの

8日（水）
22日（水）

５月は、軽自動車税の納付月です。

５月31日（金）口座振替日および納期限

■督促手数料■ 
地方税法では、納期限までに納付がなかった場合は、｢納期限後20日以内に督
促状を発しなければならない」ことになっています。市では、このことを受けて督
促状を発送し、条例により督促手数料を徴収することと定めています。

健康課
ジ ネ

5月は

日　程 医療機関名 電話番号市町名
大西医院 
冨士クリニック 
永康病院 
よねいクリニック 
今川内科医院 
辻整形外科医院 
しのはら医院 
やまじ呼吸器内科クリニック
嶋田内科医院 
石川医院 
　さいとう歯科医院
安藤内科医院 
クニタクリニック 
多田医院 
高室医院 
　みやざき歯科医院
永野内科医院 
細川整形外科医院 
　タカシ歯科クリニック
細川病院 
宮崎内科医院 
　田中歯科医院

山本町
観音寺市
詫間町
観音寺市
豊中町
観音寺市
山本町
観音寺市
三野町
観音寺市
観音寺市
高瀬町
観音寺市
詫間町
観音寺市
詫間町
高瀬町
観音寺市
観音寺市
詫間町
観音寺市
仁尾町

63－2081
25－3692
83－3001
52－3800
62－2052
57－1100
56－7222
54－5588
73－5178
54－5511
27－9328
72－5018
25－1577
83－2121
25－8311
83－7222
74－6018
25－4290
24－4618
83－2211
25－1280
82－4780

1日(水)

2日(木)

3日(金)

4日(土)

5日(日)

6日(月)

12日(日)

19日(日)

26日(日)

福祉課　☎73－3015精神デイケア

10:00～11:30 豊中町保健センター
13:30～15:00

日　程 場　　所時　間
 8日(水)
15日(水)
22日(水)

日　程 時　間 場　　所
マリンウェーブ
みとよ未来創造館
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三野町保健センター
市民交流センター
山本町保健センター
仁尾町文化会館

13：30～15：00

8日（水）
14日（火）
17日（金）
20日（月）
21日（火）
24日（金）
28日（火）

脳きらり教室 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症予防の教室　□内「ゲームで脳を若返らせよう」

☆市税等の納付は、便利な口座振替をご利用ください。

粟島探険ツアー2019 三豊の歴史を学ぶ会

■時 5月19日（日）午前10時～正午
■場紫雲出山遺跡館
■講郷土歴史家　大西紘一先生
■内江戸後期における備讃瀬戸の海上交通
■数 15人（先着順・要予約）
■料1,000円

■時 6月1日（土）
午前9時30分～
　午後4時30分

■数 130人
（先着順・要予約）

■受 5月29日（水）まで

参加者募集！ 受講生募集！

　外国人住民と一緒に、粟島でバーべキューやハイキング
などを通して、国際交流を
楽しみませんか。

各イベントについての詳細は、観光交流局ホームページをご覧ください。



子育てするなら三豊が一番！ 子 ど も ・ 子 育 て ・ 笑 顔 の み と よ

ここ み笑 通信え

★5月のお知らせ★
★6月のお知らせ★

3 月生まれの
赤ちゃん

27人

はじ
めまして

（男の子12人
女の子15人）

ホームページにも
アクセスしてください!!
http://www.kokoemi.jp/

子育て情報満載!!

ケータイ・スマホは
こちらからアクセス!

「子育て支援の取り組み」や「子育て支援環境の整備にかかる取り組み」に
補助金を交付します
親が子どもと向き合う時間が持てるよう、また、社会全体で子育て家庭をサポートするため、
事業所が実施する子育て支援を応援します。

提案型補助金
対象
市内に事業所があり、市税を滞納していない事業者（個人事業主を含む）

内容
事業者が行う市民向けの子育て支援への取り組み、職場の子育て支援
環境の整備にかかる取り組み
これまでに次のような事業が提案され、補助金を交付しました！
○店舗内で貸し出すベビーカーの購入
○バリアフリー化のためのスロープなどの設置
○就業規則を改定し、対象従業員に子育て手当を支給
○キッズスペースの安全対策
○ベビーベッドの購入など

補助金額
1 件あたり上限 10万円（食糧費は除く）
※ 10万円以下の場合は、実際にかかった経費

受付期間（前期）
5 月 7日（火）～ 6月 28日（金）午後 5時まで
※ 7月の審査委員会で補助事業者を決定します
※後期の受け付けは、9月の予定です

産休・育休取得促進
支援補助金

▲申し込み・問い合わせ
子育て支援課　☎ 73−3016

安心して子育てができるように

産後ケア事業で 出産後のお母さんを応援します
出産（退院）後は、お母さんにとって初めての経験ばかりで、心や身体が不安定になることがあります。
そのような時に一定の期間、市が委託した医療機関や助産所での宿泊や日帰りまたは訪問により、母乳の
ことや赤ちゃんのお世話について助産師などからケアを受けることができるサービスです。

市内に住所がある、産後 6カ月未満のお母さんと赤ちゃんで、自宅でのサポートが得られにくい人
・出産後の体調の回復に不安がある　・育児に不安がある
・栄養面や生活面についてアドバイスや相談を必要とする

（1）お母さんと赤ちゃんの健康管理　（2）お母さんの休養　（3）乳房ケアと授乳指導
（4）沐浴や育児についての具体的なアドバイス　（5）生活面の相談　など

▲問い合わせ　子育て世代包括支援センター（子育て支援課内） 　☎ 73 − 3016

歯と口の
健康フェスタ
イベントに参加して、
子どもの歯の健康を考
えませんか？

クイズラリーや
おみやげもあるよ！

❶
❷
❸
❹

大
おおぐろ

黒　晃
あきのり

徳ちゃん
2018年5月26日
徳生・智子（高瀬町）
まわりのみんなを笑
顔にしてくれるね！
ありがとう！大好き
よ。

❶
❷
❸
❹

田
たお

尾　涼
すずの

乃ちゃん
2018年5月30日
悠造・祐子（詫間町）
いつもかわいい笑顔
の涼乃！これからも
すくすく大きくなっ
てね！

❶
❷
❸
❹

小
おばた

畑　咲
さくら

桜ちゃん
2018年5月13日
盛二・容子（高瀬町）
毎日かわいい笑顔で
癒やしてくれてあり
がとう。大好きだよ
♡

❶
❷
❸
❹

関
せき

　つむぎちゃん
2018年5月16日
大樹・由佳（豊中町）
いつもニコニコ笑顔
のつむぎちゃん☆元
気でかわいく育って
ね！

ふぉとぎゃらりぃ 5月
生まれ

❶おなまえ ❷生年月日
❸保護者名（町名） ❹メッセージ

市内在住で、満1歳の誕生日を迎える愛
どるを募集しています。

申し込み方法　市ホームページから申
請書をダウンロードし、必要事項を記入
の上、写真を添えて秘書課まで持参して
ください。メールでお申し込みの場合は、
申請書と写真データを添付してhisho@
city.mitoyo.lg.jpまでお送りください。
受付期間　5月10日（金）～31日（金）▲

申し込み・問い合わせ
秘書課　☎73−3001

愛どる募集

※このコーナーの個人情報を営業目的などに利
用することを禁じます。

7月生まれの

対象 日程 受付時間 場所
４カ月児健診

（平成31年1月生まれ）
21日（火） 13：15〜

13：45
三野町

保健センター

28日（火）
1歳6カ月児健診

（平成29年10月生まれ）
15日（水）

13：30〜
13：50

23日（木）
3歳児健診

（平成27年10月生まれ）
16日（木）
30日（木）

乳幼児健診

◎乳幼児健診・相談は子どもの成長や発達を知る節目の時期に実施しています。
　ぜひこの機会に受けましょう。

対象 日程 受付時間
（開始時間） 場所

平成30年7月生まれ
21日（火） 13：00〜

13：10
（13：15）

三野町
保健センター28日（火）

10カ月児相談

対象 日程・時間 場所
18歳未満の子どもとその保護者

（希望者は27日までに電話でお申し込み 
ください）

 28日（火）
13：30～16：00

市役所
3階

◎県の専門員が相談に応じます ◎保護者のみの相談も可能です

児童相談

対象 日程 受付時間 場所
18歳までの発達障がいや発達の
気になる子どもを持つ保護者、ま
たは本人（要申込）

11日（土） 9：00〜
13：00

三野町
保健

センター25日（土）

発達障がい相談会

▶申し込み・問い合わせ　NPO法人西讃教育支援ネットワーク（SESネット）
代表  秋山茂利　 090-8970-6028

▶申し込み・問い合わせ　子育て支援課　☎73−3016

対象 日程・時間 場所
1歳未満児を持つ家族

（希望者は5月17日〜31
日の間に電話でお申し込
みください）

7日（金）
10：30～
11：30

三野町
保健センター

離乳食講習会

対象 日程・時間 場所
16週以降の妊婦と家族

（希望者は10日までにお申
し込みください）

12日（日）
9：30～11：50

三野町
保健センター

パパママ教室

▶申し込み・問い合わせ
西讃保健福祉事務所　☎25−2052

ウィズの会
〈発達障がい児（者）の保護者のつどい〉

5 月 9 日（木）午前 10 時～正午
三豊合同庁舎（観音寺市）
座談会
発達面で気になる子どもを持つ保護者など
事前に申し込みが必要

6 月 2 日（日）午前 9 時 30 分～正午
市民交流センター
乳幼児および小学校低学年児と保護者
フッ素塗布、型ぬき、口遊び、舌圧測定、
ストレスチェック、食育コーナーなど
三豊歯科医師会

日 時
場 所
内 容
対 象 者
注 意 事 項

日 時
場 所
対 象 者
内 容
 
主 催

▶問い合わせ
　子育て支援課　☎ 73 − 3016

子育て支援を充実したい事業所の皆さん

対象者

ケアの
内容

◆利用条件や利用日数、自己負担額などの詳細はお問い合わせください。

対象
市内に事業所があり、市税を滞納
していない事業者（個人事業主を
含む）

内容
市内在住の従業員が連続して 6カ
月以上の育児休業を取得した後、
復職した場合の継続雇用のための
支援
補助金額
1 人つき 30万円
※ 1事業者につき、累計で対象従
　業員 3人まで

受付期限
令和 2年 3月 13日（金）まで
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三豊市の人口
※平成31年4月1日現在　（　　）内は前月比

※香川県人口移動調査による

世帯数 23,114 世帯（+11） 総人口 62,951 人（-162） 男 30,212 人（-81） 女 32,739 人（-81）

文
献
と
地
形
図
を
ヒ
ン
ト
に

現
地
調
査
を
繰
り
返
す

♪
入
り
江
も
広
き 
良
港
の

　

昔
を
偲
ぶ　

新し
ん
で
ん田
に
♪

三
野
津
中
学
校
の
校
歌
に
は
こ

の
よ
う
な
歌
詞
が
あ
り
ま
す
。

「
三
野
町
は
ほ
と
ん
ど
海
に
面

し
て
い
な
い
の
に
、
な
ぜ
校
歌
で

は
『
良
港
』
と
歌
わ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
？
『
新
田
』
と
は
何
の
こ

と
だ
ろ
う
？
そ
う
疑
問
に
思
っ
て

３
人
で
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
」三

野
津
中
学
校
２
年
の
綾
直
弥

さ
ん
、
関
隼
人
さ
ん
、
田
中
遥
基

さ
ん
は
、
昨
年
７
月
か
ら
、
２
カ

月
間
に
わ
た
り
、
校
歌
の
謎
を
解

明
し
よ
う
と
調
査
に
打
ち
込
み
ま

し
た
。
調
査
で
は
、
三
野
町
の
歴

史
を
町
史
で
調
べ
た
り
、
町
内
約

15
地
点
の
現
地
を
確
認
し
た
り
し

た
ほ
か
、
市
の
文
化
財
担
当
者
へ

の
聞
き
取
り
調
査
に
も
挑
戦
。

そ
う
し
て
調
べ
た
結
果
、
古
代

に
は
、
現
在
の
宗
吉
か
わ
ら
の
里

展
示
館
付
近
ま
で
広
が
る
大
き
な

三
野
津
湾
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
瀬
川
の
土

砂
が
堆
積
し
て
土
地
が
広
が
り
、

江
戸
時
代
前
半
に
は
開
拓
に
よ
っ

て
三
野
津
湾
が
新
田
へ
と
生
ま
れ

変
わ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
す
。

３
人
は
、
３
月
に
東
京
で
開
催

さ
れ
た
「
第
17
回
全
国
中
学
校
生

徒
地
域
研
究
発
表
会
」
で
調
査
内

容
を
発
表
。
テ
ー
マ
の
着
眼
点
が

評
価
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
発
表

の
練
習
を
重
ね
て
き
た
成
果
を
発

揮
し
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
部
門
で
見

事
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

次
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
使
っ
て
、

よ
り
正
確
な
古
代
の
海
岸
線
マ
ッ

プ
を
作
り
た
い
と
話
す
３
人
。
今

後
も
地
域
の
不
思
議
解
明
に
向
け

て
意
欲
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲3月28日、発表会の結果報告のため、市
役所を訪れました

▲干拓によって水田となった土地を訪れ、
地図で現在地を確認します

▲古代は宗吉瓦窯から近畿地方まで船で
瓦を運んでいたことを聞き取りました

気になるあの人に

チューモク !! 5

（左から）三野津中学校２年の
綾直弥さん、関隼人さん、田中遥基さん

編
集

後
記今

年
の
お
花
見
シ
ー
ズ
ン

は
天
候
に
恵
ま
れ
、
連

日
各
所
で
満
開
の
桜
を
堪
能
で

き
ま
し
た
。
さ
て
、
い
よ
い
よ

「
令
和
」
の
時
代
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
平
成
生
ま
れ
の
私
と

し
て
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
時
代

が
終
わ
る
の
は
寂
し
い
気
も
し

ま
す
が
、
新
時
代
に
み
と
よ
で

ど
ん
な
新
し
い
こ
と
に
出
会
え

る
の
か
、
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

「広報みとよ」をアプリで配信しています
スマートフォンやタブレット向けの無料アプリ
「マチイロ」でも広報みとよをご覧いただけます。

※アプリは無料でダウンロードできますが、
　情報の受信には通信料が必要です。

▲アプリのダウンロード
はこちらから

校歌の謎を綿密に調査
研究発表会で日本一を獲得！

三野津中学校
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